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I 緒 言

貞享五(1688)年， 井原西鶴は『日本永代蔵』
巻六に

泉州堺に小刀屋とて長崎商人有。 此津は長者
のかくれ里根のしれぬ大金持其数をしらず殊
更名物の諸道具から物唐織先祖より五代この
かた買置して内蔵におさめ置人も有………分
限になるはじめは其比唐船かすかす入て糸綿
下直になりて上々吉の緋りんず一 巻八匁五分
づLにあたれれ 1)

と， 舶載染織品を扱う堺の商人のようすを記し
ている。

元禄(1688-1704) 前後の人々， 特に分限者
の心が一斉に美服に駆 立てられたことは， 当代
隆盛を極めはじめた小袖雛形本の刊行によって
も明らかである。 この背景には， 明暦三(1657)
年の江戸大火以後， 権力を越えて経済力に裏付
けられた人々の志向が在り， と同時に， それを
充足させる生産流通の状況が指摘される。

そこで， 後者， すなわち様々に描写される生
活や風俗志向と常に相関関係にある生産流通面
を通じて， 近世初期染織の状況を考察すること
を目的として， 本稿は先ず， その成因を， 泉州
堺との関係にまで遡って求めることとした。 な
ぜならば， その地は， 文頭の西鶴引用 文にも示
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すとおり， 当時の繁華都市， 江戸・ 大阪・ 京都
に先行して，自治の形成と富の蓄積を達成させ，
しかも織豊政権の確立の世状と相侯って， 京坂
の発展に少なからず関与した地で、あったからで
ある。 すなわち， ここに， 堺の繁栄振りと染織
に於ける重要性を確認し， その伝播を通じて，
近世初期染織界 の必然性を通観してみようとす
るものである。

II 堺の繁栄

〈にぎかい
文字通り， 摂津・和泉・ 河内三国の国 境に位

しおゆあみ
置する海村堺は， 平安時代塩湯浴の地として知
られ， 熊野参詣の交通路としても賑いを見せた。
が，元 来は，海神を祭る住吉大社の神領であり，
良港に漁村を成し， 漁人は南都春日社に魚貝を
献上し， その保護を受けて大和地方での生魚販
売に従事した。また， 瀬戸内海航路の東端にあっ
て， しだいに商船の往来も活発化し， 十四・ 五
世紀， 権力の乱立期に， 公武社寺の注目すると
ころとなった。2)

これを機に， 海運交易による躍進は一層目覚
しく， さらに中世後期までわが国に存在するこ
とのなかった豪商の輩出や新興都市の確立な
ど， 堺の繁栄を決定づ けた要因を， 遣明船の発
着並びに， 南蛮交易への進出による結果と見倣
して， その状況を以下のように叙述する。
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l 遣明船の入港と商人の活躍
麿仁丁亥ノ歳。 天下大二動乱シ。 ソレ ヨリ永
ク五畿七道悉ク乱 ル。(r応仁記J巻第一) 3) 

と， 細川勝元 ， 山名宗全を 陣頭に東西二分して
勃発した応仁の乱(応仁元一文明九 1467-77) 
に先駆 けて， 寛正五(1464)年七月に出帆した
遺明船は， 明の宣徳元 (1426)年の要約により
三隻， すなわち一号船公方船， 二号船細川船，
三号船大内船から編成されていた。 船団は， 文
明元 (1469)年帰国の途に赴いたが， 通例の帰
航地兵庫港は西軍大内氏の手中にあったことか
ら， 公方船および細川船は九州南端から土佐を
経て堺入港の止むなきに及んだ。 これ以来， 遣
明船の発着地は堺に移されベ日明貿易は，これ
を契機 に堺商人に委ねられたのである。 武人の
場合， 貿易によって得られる高収益が軍用資金
の調達を目的としたものであったことは否めな
い。 よって， 堺商人にその権利を譲渡した。 し
かし堺の商人は， 結果的には， この機に乗じて
着実に， 海外交易に必要な進取の気質を培い，
体験を積んで， しだいに商才を発揮していった
ことであろう。 明応二(1492)年， 堺を出帆し
た遣明船は， 同五(1496)年， 帰路に就いた。
奈良興福寺子院の大乗院，大僧正尋尊の目 録 『大
乗院寺社雑事記』の同年四月二十八日の条には，
この時の交易を記して

唐船三根当年可帰朝也， 各和泉堺地下人一万
貫雑物積之， 三倍四倍二可，(読点誤植〉成之間 ，
三膿ハ数万貫足也5)

すなわち， 舶載品は圏内では三， 四倍の高値に
なるとあり， よって， 京都相国寺鹿苑院主 ， 景
徐周麟の日記 『日渉記』 同八(1499)年八月六
日の記事には

今商人所請切之者一般三千貫也。 慈照相公渡
之之時……界〈堺〉 之人所請切者一般四千貫
也。 然間八千貫献之。 三競船一瞬船也。 二競
船者内裏之船也。 …一般四千貫者難排之。 三
千貫可也耶。 …今則界(堺〉之商人請口之故。
一般 仁二二二二コ 貫未渡己前所定也。是亦抽分
銭也。 6)

と、 彼らは， 容易に他国の商人を圧倒させる程

の巨額な抽分銭， すなわち請負金を積んで， 大
海を渡り， 異国との交易に挑んでし、た。 そして
時には， 同書向日の条に

界(堺〉之商人不言父子之問。互争利以証之。 7)
と， 利益のためならば親子の争いも辞さないと
さえ記されている。

交易は当然圏内でも活発で，r大乗院寺社雑事
記』 文明十一(1479)年三月二十一日の条には

家門造営用 下山才(材〉 木， 自土佐御所和泉
堺二被付之云々， 御注文分，

ー丈三尺柱 三十本 四六云々，

入尺柱 二十本 上居シキヰ用云々，
ケタ 十本 四ヒロ，
ヌキ 五十本 二関木，
板 五十枚 三ヒロ，

以上百十本 板五十枚
文明十一年正月十人目 的

とあり， 同書同十五(1483)年十二月二十四
日の条にも，
堺より樽(材) 八束到来， 先日八東到来， 昨
日鷺浜板八百枚到来9)

とあって， 奈良の大寺院と結んで土佐の材木の
仲介を業としていたことも知られる。

稼業の盛況は生活面にも顕れ， 前掲同書， 文
正元(1466)年六月十四日の条に

左衛門次郎参ス， 長谷寺登廊上茸沙汰， 放
(施ヵ〉 主 堺商人云々， 自二 (仁〉 王堂次第
二致其沙汰旨， 三 間 分目:沙汰立云々， 於材木
音大略到来云々川

また， 堺， 海舎 寺の僧正， 季弘大叔(別号蕉軒〉
の筆録 『蕉軒日録』 の文明十八(1486)年七月
十三日の条に， 明から帰朝した薬屋五郎次郎よ
りの唐物到来品を記して

北絹一端色黄・ 大茶碗皿二十個11)
などと， 有力寺院への寄進の習慣や， あるいは
京都相国寺鹿苑院内の僧の筆録 『蔭涼軒目 録』
延徳二(1490)年三月十日の条に

池長新兵衛尉宅有ニー亭ー登レ之則千里高里景
在ニ一日間 一。 天下快也云々。 12)

と記される程の大邸宅に資力を投じ得たことか
らも， その規模の大きさが窺い知られる。

(172 ) 



さらに注目すべき点は， もはや揺るぎない経
済力とそこから生じる主 体性とによって， 治安
のための自主 組織を結成し， 町づくりに努めた
ことである。 『蕉軒目 録』文明十六(1484)年八
月一 日の条に

一総社三村洞祭礼， 余(舎 〉合衆内， カスエ
(三宅主計 〉・イツミ屋(和泉屋道栄〉二人司
其頭・.....ω

えごうしゅう
と見える文中，会合 衆と称する町人代表による
組織がそれで， 記載の祭礼運営のほかに， 同書
同十七(1485)年八月十五日の条には

舎合十人至， 告日， 泉将乱， 告之康氏(誉田
正 康)， 止足卒之暴可也， 余乃領荒……14)

と， 十人の会合衆が， 堺海舎 寺の高僧蕉軒に申
し出て， 畠山義就の部将誉回正康に乱の鎮定を
求めている。 また 『細川両家記』享禄五(1532)
年三月三日の記載には

堺大小路木戸共さして双方通ひなかりけり同
と， 乱 世， 外襲に備えて町内の要所々々に木戸
を築いていたことが知られる。

時代の推移とともに， 海外交易の相手国は，
明ばかりでなく高麗や琉球にも及び，また， r薫
軒目 録』 文明十七(1485)年九月二十四日の記
事には

話及南蛮之風俗， 南蛮富者為多， 黄金車一両
ニ両蔵者多16)

と， 彼らは既に遠 く南蛮にまで話題を馳せてい
る。 このように堺市中では， 西欧人渡来以前の
十五世紀末， 早くも南蛮文化に関心が注がれ，
次代進行する初期商業資本社会 体制の受入れに
向けて， 新しいタイプの商業都市が構築されて
いったのである。

2 南蛮人来航のころ
1 )  南蛮人の見た堺の様相

天文十二(1543)年， ボ ルトカゃル人の種子島
漂着以来， 西欧人の来航目的は， 通商とキリス
ト教の布教にあった。 宣教師 たちは， 我国に在
留し， 各地を巡察して， その報告書を中国・ 印
度・西欧の耶蘇会土に送った。 その書翰に見る
商都堺の様相や印象を， 以下のように 抜粋し列

記する。

① 永禄四(1561)年ガスパル・ ピレラの書
翰
堺の町は甚だ慶大にして大なる商人多数あ
り。 此町はベニス市の如く執政官に依りて
治めらる。17)

② 永禄五(1562)年ガスバル・ ピレラの書
翰
堺の人は土地富裕なるが故に大に名誉を重
ずる。 18)

③ 永禄五(1562)年ガスパル・ ピレラの書
翰
日本全国嘗堺の町より安全なる所なく， 他
の諸国に於て動乱あるも， 此町には嘗て無
く， 敗者も勝者も， 此町に来往すれば皆平
和に生活し， 諸人相和し， 他人に害を加ふ
る者なし。 市街に於ては嘗て紛擾起ること
なく， 敵味方の差別なく皆大なる愛情と躍
儀を以て麿封せり。市街には悉く門戸?あり
て番人を附し， 紛擾あれば直に之を閉づる
こともーの理由なるべし・…・・町は甚だ堅固
にして， 西方は海を以て， 文他の側は深き
堀を以て固まれ， 常に水充満せり。 19)

④ 永禄五(1562)年ノレイス・ フ ロイスの報告
みやこ以外には， 日本のヴェネチャである
堺の町以上に重要な所はないと思われた。
すなわち， この町は大きく， 裕福で、あり，
商業が盛んであるだけでなく， 絶えず方々
から人びとが寄り集まる諸国相互の市場の
ような所であった。20)

⑤ 永禄五(1562)年ノレイス・ フ ロイスの報
告
その町(堺) の住民の自尊心が強く， 思い
あがりが大きく， 彼等はその欲望， 暴利，
歓楽生活，娯楽にほしいままに耽っており，
……真理をうけいれない者が多かった。 間

⑥ 永禄五(1562)年ルイス・ フ ロイスの報
告
みやこと堺とでは， どの市街にも二つの門
があるのが習いで， 夜はこれを閉じた。 22)
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⑦ 永禄七(1564)年ガスバル・ ビレラの書
翰
堺と稽する大きく且富裕なる町に赴きた
り。同所に於ては日本国中最も開けたる都
tこ・・・。23)

⑧ 永禄七(1564)年カ守スパル・ ビレラの書
翰
富堺の地は繁昌し又堅固にして， 日本国中
戦争あるも， 此地に来れば相敵する者も友
人の如く談話往来し， 此地に於て戦ふこと
を得ず。是故に堺は破壊せらることなく富
裕なり……堺の人は散慢なるが故に神の詞
の収獲大ならず。24)

⑨ 永禄八(1565)年カ守スパル・ ビレラの書
翰
堺の町は甚だ富裕にしてベニスに似たる地
……此地の人は思慮あり， 又賢明なるが故

⑮ 永禄八(1565)年ルイス・ フ ロイスの報

告

堺の人びとは金持ちで， それゆえ， 来客用
の第宅をたくさんもっている。26)

⑪ 元 亀二(1571)年ガスパル・ ピレラの書
翰
堺は人口多き富裕なる市にして， 海の良き
港なるが， 百を超えたる多数の宏壮なる僧
院あり……此市の人は富み且怠惰なるに依
り毎 日僧院を訪問し， 宴会 遊興及び之に類
する肉瞳の 娯楽に時を消すが故に此等の僧
院は好く整備せり……僧院及び住宅は多く

の金銭を所有す。27)

⑫ 天正九(1581)年ガスパル・クエリヨの
年報
この市(堺〉 は日本全国で最も富み， また
土地広くして多数の富裕なる商人が住み，
且自由市で大なる特権と自由を有し， 共和
、国の如き政治を行ってゐるので有名であ
る。他の諸市及び城が激しい戦争最中であ
る時， 堺の市は甚だ平和に過してゐる。28)

すなわち， 当時の堺を概観するならば， 旧都

に近く， 良港をなす(③ ・⑪〉という地の利点、
と， 時運によって， 巨額の富が蓄積され(②・
④ ・⑦・⑧ ・⑨・⑮・⑪・⑫)， 広大な市街地に
(①・⑫)， 富裕商人を中心として人口が増大し
(① ・⑪ ・ ⑫)， 活発化する自由都市に〈⑫)，
彼らは都市計 画を企て， 堀や門を築き(③・⑥)，
自らの安全と平和を求めて友好的な生活を送っ
ていた(③・⑧・⑫〉。海と堀とによって溢れる
程の水を湛えた快活な商都の有様は， 環境・性
格共に， 都市貴族による共和制を採っていたイ
タリーのヴェネツィア29)のようであると， 繰り
返し報告されている(①・④・⑨〉。そして， ボ
ルトカツレの通事， ジョアン・ロドリーゲスの『日
本教会史』が後年， 1"この都市(堺)は， 昔はた
がし、に相争う内乱 状態を続けている日本から

レプープリカ
〔切り離された〕国 家の様式で治められてい
た叩)Jと記すように，武将聞の抗争の渦中にあり
ながら，時世に平伏することなく中立を保って，
時に， 名誉や自尊心を重視する余り， 散慢とさ
え見られながら(②・⑤・⑧〉 も， そこに商業
発展の要因を完備させていったのである。中世
後期の商人たちに， 平和が都市の繁栄に不可欠
であることを自覚させ， それに対応する力を与
えたものは何であったのだろうか。ここに， 近
世初期町衆のエネルギーの原点を見い出せない
だろうか。

2) 信長・秀吉と町衆の力
前述の池長新兵衛宅， 緊遠亭31)に匹敵する豪

邸は， 豪商の成長と共に商都を埋めていったで
あろう。永禄八(1565)年のルイス・ フ ロイス
報告には，

堺の身分高い名望家日比屋了慶は……ばあで
れたちを， 母屋とは離れて， しかしその屋敷
固いの中で， たいそう立派な新しい家に泊ら
せた。堺の人びとは金持ちで， それゆえ， 来
客用の第宅をたくさんもっているからであ
る。……彼の妻と， 息子や娘たち……その風
釆， 教養， 行儀などから見ると， 彼等は王侯
の子供たちのようであった。32)

と記されている。このような余裕ある暮し振り
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には， 時代の遊芸すなわち茶の湯・能楽・連歌
などの貴族文化の浸透も不思議ではない。同十
(1567)年十月のことを記して， r細川両家記』

堺南北へも二万貫矢銭被ニ相懸ー候慮不レ能ェ承
引一副

とあるように， 堺の町衆は， 信長の課したこ万
貫の矢銭(軍用金〉 に抵抗したが， 中には著名
な茶人今井宗久のように， 自ら信長に接近した
富豪も在った。『信長公記』巻ー，永禄十一(1568)
年十月二日の条を見ると，

今井宗 久是又隠れなき名物松嶋ノ壷， 井に紹
鴎茄子進献34)

と， 大名物の茶壷や茶入れを贈っている。一方
信長も， 同書巻三， 元 亀元 (1570)年の記事に

去程に天下隠れなき名物堺にこれある道具の
事……(品目略〉 ……違儀なく進上。則， 代
物金銀を以て仰付けられ候キ。間

と， 現に在る豊かな財宝を認めている。同書巻
八， 天正三(1575) 年十月二十八日の条に，

京・堺の数寄仕候者十七人召寄せられ， 妙覚
寺にて御茶下され候……茶道(茶頭〉は宗易，
おのおの
各 生前の思出， 悉き題目なり。36)

とある信長の茶会 に招待された界衆代表は， 千
宗易のほかに， 津田宗及・今井宗 久・ 山上宗三
等の面々であったであろうか。

天正四(1576)年， 京都・奈良・堺の大工・
諸職人が召寄せられた信長の安土築城37)後， 天
正十一(1583)年， 秀吉が築いた大阪城につい
て， ノレイス・ フ ロイスt土，

信長がその偉大なことを示すため安土に起こ
した建築の比に非ず……殊に重なる塔は金色
及び青色の飾を施し， 遠 方より見え， 一層壮
厳の観を呈してゐる制

と記している。先に， r信長公記』の筆者， 太田
牛ーが，

大坂は凡そ日本一の境地なり……西は槍海
漫々として，日本の地は申すに及ばず，唐土・
高麗・南蛮の舟海上に出入， 五畿七道集りて
売買利潤富貴の湊なり制

と著したとおり， 前出 フ ロイス書翰には，

大阪の地には物を運搬せしむることに力を尽
す故， 何物も十分で、， 堺(全日本の市場であ
る〉 において発見する能はざる物も， 大阪に
おいては容易に得られる40)

と， 堺に替る大坂の繁栄を暗示させるものがあ
る。

とはいえ，
泉州堺津菜屋助右衛門と云し町人， 小琉球呂
尊へ去年の夏相渡 言君 七月廿日帰朝せしか
……壷五十懸ニ 御目ーしかノ、， 事外御機嫌に
て， 西之丸の贋間 に並へつL……上中下段々
に代を付させられ……所望之面たれたれによ
らす執候へ……三つ残りしを取て帰り侍らん
と……申けれは， 吉公其旨聞旨……助右衛門
五六日之内に徳人と成にけり41)

と， r 太閤記』 巻十六にみるように， 南蛮貿易商ー
の豪快さは相変らずで， 天文十五(1587)年に
秀吉が主 催した北野の大茶会 ほか， 織豊時代，
堺町衆の参加する遊芸についての記載は， 処々
散見されるが詳述を避ける。但し， 付記すべき
ことは， 漸次， 堺後退といえども， 後述の慶長
九(1604)年に始まる絹糸輸入に関する貿易統
制(糸割符制〉 は， 京都・長崎百丸に対し堺に
百二十丸を認めたことで， これは堺商人の商才
の根強さを物語るものと解される。

III 染織の動向

堺の歴史は染織にも顕著である。そこで， 堺
の染織と近世初期染織への動向を以下のように
記載する。

1 堺の染織
明徳二(1392)年， 反幕的立場から挙兵した

山名氏清を倒伐して功を成した大内義弘は， 翌
三(1393)年， 和泉紀伊両国を拝領した(明徳
の舌L) o43 ) これ以後， 大内氏の本処地山口から織
工が移されたともいわれ， また山口との関係は
明示せず， 元 中年間 (1384-92) 織工和泉の堺
に機場を聞き， 盛んに絹吊を織ったとも記され
ている。叫山口の織工とは， r陰徳太平記』巻第
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十九によると， 正 平年間(1346-69)， 大内弘世
が山口のすべてに京風化を求めて

町一町に京童六人宛， 喚下して置かれ， 諸芸
の堪能， 諸職人の名人， 縫物， 組物，織染，
彫刻の類迄， 其家々を呼下さる叫

とあることから， 京都の高尚な技術を習得して
いた者たちと推察される。しかしこれだけで，
堺に於ける高級染織の創設を熟知することは不
可能で、ある。が， その水準は， しだいに近郊の
織工たちが注目するところに至ったで、あろう。
これを語ることとして， r大乗院寺社雑事記』文
明七(1475)年八月十四日の条に， 六日に興っ
た堺周辺の風水害を記して

去六日京都大風……和泉堺高塩打入在家数千
間 ・船数百般人民数百人被引大流， 無跡形失
了，乃数百歳不聞先例，希有事也云々，無為之
民屋， 才(財〉 宝悉以損了， 浜在家ハ大略京
都没落人大舎人織手師・法花宗僧共也云々，不
便々々46)

とある。よって， 京都が戦火に包まれた応仁の
乱 の頃， 大舎人の織手師 が移住していたことを
知るからである。このことは， r山科家瞳記』文
明十三(1481)年十一月九日の条にも

おりてのいのうへ新さへもん， まてのこうち
とのL御公事を御綾織手かくへき之由候也，
其在所，
一人 あやのこうちまち， むろまちとの間 ，

きたのつらなか，
一人 四僚のはうもんまち にしのつら，ふ

カミミ，
一人 五僚のはうもん， �;こしのとういん， ひ

んかしのつら， つるたニ，
一人 五てうのはうもんまち， ひんかしのつ

ら，このかうへ，
以上回人， 此外ーらんいぜんハ十人， 人々
ハミなさかいへくたり候， のほり候ハ-"，
かさねて申上候へく候47)

とあることからも明らかであろう。すなわち，
高里小路家の公事を託された綾織手について，
四人の在所を記し，乱世以前は十人を数えたが，
人々は皆， 堺に避難したので， 帰洛の折は改め

て報告する，と記しているのである。
次に， 堺機業の発達のためには， 日明交易が

もたらす舶載染織の影響も， 当然あり得る。こ
れに関しても， 梢不明確ながら， 天和三(1683)

年刊『堺 鑑』下 土産の項には
撰糸絹 往古此浦へ唐船/入シ時織人ヲ乗来
ヲ此地二留テ始テ絹ヲ織出セシトカヤ其子孫
不レ縛ト云共其エ今ニ至テ精好也48)

とあり，明治十一(1878)年刊『工芸志料』 巻
一 織工の項には， 禄絹・紗・紋紗・金紋紗・
錦・金欄・鍛子・嬬子・縮緬について

天正年間 (1573-91) 支那の織工，和泉の堺
に来りて明様に織り， 且つ法を堺の織工に伝
う49)

と， 技術の伝習が記されている。
そこで実用の一面を見ると，前掲『蔭涼軒目

録』 の文明十七(1485)年四月から文明十九
(1487)年六月に至る二年余の記録より求めら
れる織物名は，

最多、・紋紗・唐紗・中紋唐紗・金欄・紗金欄・
撚金・唐羅・唐錦・唐綾・嬬子・小紋・小紋
之段子・北絹・平絹・越布・黄絹・誘・南蛮
絹50)

と種々列記される。
これらが舶載品か国産品かは不明なものも多

いが，輸入品の買付けも活発で， r日渉記』の明
応八(1499)年八月六日の条に，

或総或綾羅， 揮其好者買之……其物者悪而其
債者高也， 又日， 不命界 (堺〉 之者間

とあり， 永禄八(1565)年四月二十八日付のル
イス・ フ ロイス書翰には，

彼の港(平戸港〉 にいた堺の商人たちの大型
ナウ

船入般乃至十膿と同盟して， その「船」 から
絹を買うことをもくろみ，その獲特を分けよ
うという申し合わせをした臼

などとあることカか‘ら， 街には豊かな商品が溢れ
大変な活気を呼んだであろう。『信長公記』巻十
四， 天正九(1581)年二月二十八日の馬揃に際
する信長の装束についての記事は，

今度京都・奈良・堺にて珍敷唐織物御尋ねな
され……隣国より我劣ら じと上品の唐錦・唐
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編物等其員を尽し聞
と，高級織物称賛の時勢がしのばれる。したがっ

て， このような交易を描いた数々の南蛮扉風に
は， 相方で反物の両端を持ち長く広げて商談す
る売買の光景(南蛮文化館， 天理図書館， 神戸
市立博物館の各蔵品)，南蛮船上に広げられた反
物(文化庁蔵品)， それを運ぶ異国人(南蛮文化
館， 天理図書館の各蔵品)， それを並べる湊の庖
先(南蛮文化館， 神戸市立博物館の各蔵品) 等
が散見される。 我国各地の貿易商にとっても，
精彩かつ新鮮な異国織物は， 興味深い主 要取引
品目であったことが窮われる景観である。

2 京都西陣機業
1) 形成
かつて京都の機業は， 官機として， 平安朝以

来の織部司の技術が近在の大宮人に移り， 室町
初期「大舎人綾， 大宮絹同」を織り出す大舎人座
として内匠寮に寄属していた。 しかし， しだい
に激化する戦乱の猛火に， 織手たちは各地に離
散した。 殊に『応仁記』巻第二は， 応仁元(1466)
年五月二十七日付にて「大舎人等一宇モ不 レ 残
焼上ノレ55)jと， 山名氏西陣の地， 一条大宮猪熊合
戦を伝えている。 既述の『大乗院寺社雑事記』
文明七(1475)年八月十四日の条に見る「京都
没落人大舎人織手師 」の一件はこれに通 じる。附
戦火が漸く下火になる噴， 焼土に復興の兆が現
われると， 堺に伝えられた明の技術を習得した
大舎人たちの活躍は言うまでもなし、。 一方， 祇
園社に属していた織手たちは練貫座を結成し，
大舎人座に対抗した。 正徳元(1711)年刊『山
州名跡志』 巻之十七によると， 彼らは， 乱 後，
東 陣近くに新在家を聞き白雲村と称したとい
う、 すなわち，

ヤシナヒ カイコヲ リ ヲ リテ ヲ ス ト
土人徳レ桑育 レ章作レ糸織レ絹為ェ産業ー。 其

スル メ ナルヲ ス
製 絹賞ニ清白ー 競ニ白雲ー0 571

とある。 花洛も赤土と化して後， 座の秩序は混
乱し， 永 正十(1513)年， 大舎人方は， 練貫方
に製織の領域訴訟を起こし， 論争の末， それぞ
れの独占権が調整 された(大舎人方輿ニ練貫方ー
相論之事) 058) その後『言継卿記』には， 天文五

(1536)年二月十二日付に「織手井上方より錦
之代取に来， 先三十疋遣候， 残十疋明日可遣之
由申候59)j また同二十一(1552)年正月八日付に
「大宮之織手小島子， 云々60)jと織手の名が記さ
れ， さらに弘化二(1845)年記『西陣天狗筆記』
に「天文(1532-55) の頃は大舎人座中三十一
軒にてあり61)jと記された織手たちは，天文十七
(1547)年六月十七日付にて「上様御被官人」
同年七月二十八日付にて「御台様御被官人」 を
命ぜられた62)ばかりでなく， 元 亀二(1571)年に
は三十一人の内， 井関・和 久田・小島・中西・
階取・久松の六人は「内蔵寮の織部司に蒙勅許，
依之御寮織物司と是より号j 63)と， 公織に従事
し， 幕府の保護下に位置付けられた。

技術の拡充に関しては， r西陣天狗筆記』 に
弘治(1555-58)以来紋織物工夫にて織出す。
是本朝に紋織物出来の始也64)

また，
穀織(こめおり〉の夏の服は， 天正(1573-92)
以後予家にて始て織出したる云， 羅穀と云よ
り工夫して織出したりと云々65)

とあり， さらに鹿苑院主 ， 有節端保の日記 『日
次記』 の文禄三(1592)年三月六日の条に

洛下町人錦欄一尺蝕献之。 蓋始而織出云々66)

などとあるが， これらに先行して， ルイス・ フ
ロイス書翰の永禄八(1565)年四月二十八日付
tこt主，

此等(京都) 市街は鍛子其他の織物を製造加
工し67)

また天正元(1573)年五月二十七日付には，
上の都は(尊師 の知らるL通〉 日本全国の都
にして甚だ富みたる人居住し， 日本に於て用
ひらるL絹物及び鍛子は悉く此慮にて製造
し68)

と見られる。 いずれにしても， 総体的には
天正慶長(1573-1615) の頃より， 日本にて
紋織物始る側

また，
慶長(1596-1615) の噴には， 日本の紋織物
下々まてやうやうに取遺ふやうになりし70)

と『西陣天狗筆記』 が記すように， 京の街西陣
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の機業は， その頃から漸次拡充していったので
あろう。

2) 発展
秀吉時代に次いで， 家康とイエズス会 の聞に

立って通事を務めたジョアン・ロドリーゲスは，
『日本教会 史』 に徳川開幕後のようすとして

絹物を潤沢に着用すること， またあらゆる種
類の反物に新種が現われ， 新たに取引が始
まったこと……王国全土に多量の銀が出て，
商品の取引が行われるにいたったこと71)

と記し， また京都の街のようすとして，
目録によれば，都Miyacoには，さまざまな絹
の反物を織る五千以上の織機があり， そのほ
とんどすべてが一つの市区に集まっている72)

と記している。 そこで， 生産に必要な絹糸に関
しては， リンス・ホーテンが 『東方案内記』 に，

マカウからヤパンへの商品は絹であり， そし
て帰りにはもっぱら銀を運んで来て， それで
かれらは大きな利得を占める73)

ポルトガル人の貿易は， この絹でもっていと
なまれているのであって， また絹こそがシナ
の主 要な富源であり， 周辺諸地域への重要な
輸出品なのである74)

この国(ヤパン島〉には幾つかの銀山があり，
ポルトガ ル人が毎年その銀をシナへ運んで
いってヤパン人の必要とする絹その他の品物
と交換する75)

と記したような状態であったから， 新生幕府は
増大する一方の金銀の流出を抑制するために，
慶長九(1604)年， 糸割符制を開始した。 それ
は， 白糸の輸入枠を定め特定商人のみに委ねる
貿易統制であり， 表 1 はそれの推移を示す( 1
丸=50斤=30 kg)。 当初三ヶ所に定められた糸
割符人に江戸・大坂のニヶ所が加えられたのは，
急速に繁況を呈したそれぞれの地の申し出によ
るものである。また，この制度は，明暦元(1655)
年に一旦停止され， 貞享二(1685)年に再興さ
れたことが， r徳川禁令考』巻六十二 法制禁令
之部 外国 海船互定例 に記されている。 す
なわち， 貞享元(1684)子年十二月二十八日付，

表1 . 糸割符制絹糸輸入高の推移

(単位:丸)

側定年|慶長9:寛永8:寛永9:寛永10:元禄11
-

糸割符人白__ I 1604 : 1631 : 1632 : 1633 1698 

120 

長崎I 100 

江戸

大阪

(合計) 320 300 

※続々群書類従および近代社会経済叢書

所収『糸割符由緒書』より作成
※1丸=30kg
※寛永8大阪の20丸は370丸の内より4

ケ所完了後余剰ある場合の配分

糸割符之事として，
糸割符者， 慶長年中被仰付候， 明麿 年中割符
取捨被仰付， 諸色相劃商売罷成候……貞享二
年より如先年糸割符ニ被仰付候御書付76)

と確認される。 糸割符制の制度は， 糸割符衆よ
り買付ける白糸の不足と価格騰貴という点で，
織屋を当惑させた。よって，西陣の織手仲間 は，
これに際しても幕府の保護を受けたことが，r西
陣天狗筆記』 に記されている。 それは

一高治二氏(1659)年唐人共より御買上ヶ直
段を以， 唐糸御渡し相成候事。

一元禄二巳(1689)年長崎表商人共落札の直
段にて， 三分一御渡に相成候事。

一延宝九(1681)年酉， 米四千石西陣織屋中
頂戴。

一元禄九子(1696)年， 米三千石 同断。77)

と， 買付値を貿易上の価格と同額とし， さらに
援助米をも受けるというものであった。

このような状況下， 堺・京都での舶載織物の
国産化は一層進展した。『堺 鑑』下 土産の項に
t土，

元 和年中(1615-24) ノ此唐人嘗津ニ渡テ銭
屋松屋ト云両人ノ者二金紗ノ織様ヲ相待シテ
ヨリ其両家相続テ織出セリ78)

とあり， また菊岡1占涼の 『本朝世事談締』 巻之
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一 衣服門には，
天鵡繊 正 保， 慶安(1644-52) のころ， 京
師 にて織は じむ。 そのむかしは， 是を織事を

はりがね
しらず。 ーとせ渡しける中に， 針金の残りた
るを見て， 織事を得たり。 鎖線を横に通し，

みち
織込充て後，剃万ゃうのものにて上糸を切り，
織入れたる鋪線をとる也。 しかる時は切たる

は〈てう
糸， 鳥の毛のごとくになり， その光沢， 天鵠
の翼に似たるゆへに名とす。 79)

とあって， さらに貞享三(1686)年刊『羅州府
志』 巻七 土産門下(服器部〉 には，

金欄唐織 近世西陣人徴ニ中華之巧ー而金欄鍛
子嬬子細綾絢紗紋紗類無レ不レ織レ之又徴ニ阿蘭
陀製ー而天鷲械 羅紗及木綿織物悉織レ之一種有
下稽ェ唐織ー者上以二五色赫織ニ成花鳥或菱花等
雑品之紋ー徴ニ局紅錦ー者也故競ニ唐織ー伶人之
装束猿楽之衣裳婦人之臥具等用レ之今所レ用之
金欄以 ニ西陣野本氏ー為始唐織以 二俵屋】為レ
本80)

元禄三(1690)年刊『人倫訓蒙図嚢』 の機織の
項には，

巻物凡唐土よりわたす処の紗綾純子其他毛織
のたぐひにいたるまであるなり。 此職人西陣
に住す81)

元禄八(1695)年刊， 菱川師 宜筆の『和国百女』
機織の図の頭書には，

唐機にて紗綾縮緬鍛子なと日本にて織ること
稀なりしが， 近頃は堺京都なとにていかなる
物も織出す82)

元禄十(1697)年刊『日本国華万葉記』 山城名
所諸羽二重 巻一之上 金銀竹木土石 の項に，

金欄唐織， 結鹿子， 打出鹿子83)
宝永五(1708)年刊『古今堪忍記』 巻第六には，

今都西陣にて， いかゃうの唐絹をも， 似せて
織出さぬはなし， 殊に天鷲械 とちりめんは，
日本がよきに極りぬ， されば軒をならベける
機敏屋に， めづらしき模様をは じめて織いだ
す84)

と， 輸入統制による不自由が養蚕， 製糸， 機業
に活気を呼び， 元禄(1688-1704) に至って，
堺に余映を残しながら， 京西障を中心として織

出される高級絹布に， 時代を反映する豪著な染
色加工が施された服飾の展開を見るのである。
ここで， 留意される点は， 白糸輸入権を得た五
都市のうち，鎖国時の通商港長崎は別としても，
江戸・ 大坂は飽までも消費の都市であり， 生産
は旧来の機場を有する旧都，京・堺が中心であっ
たという点である。

3 近世初期の染織界

御内府(信長〉 の御装束……御膚にめされ候
御小袖， 紅梅に白のだん， 段々にきり唐草な
り。 其上に萄江の錦の御小袖， 御袖口にはよ
りきんを以てふくりんをめされ候……面々の
衣装， 下には過半紅梅・紅筋， 上着は薄絵・
唐捕物・金欄・唐綾・狂文の小袖 a信長公記』
巻十四 ) 85) 

馬上の装束ハ五色の地に， 四季の華鳥を， 唐
織うきおり立紋縫薄なとにして， 萄紅の綾羅
錦踊目もあゃなり， 吉野山の春けしき， 龍田
川の秋のよそほひ， 目前に明らかなりa太閤
記』 巻十一 ) 86) 

上記， 前者は先にも引用した天正九(1581)
年二月二十八日信長御馬揃にみる衣裳， 後者は
同十六(1588)年四月十四日秀吉の緊楽第行幸
にみる衣裳を記したものである。 武将が群雄割
拠して権力抗争を繰返す時代， 逸速く， 独自の
商業都市を構築した堺の街には， 貿易船がもた
らす異国の文物が満ち溢れていた。 この地に誕
生した新興文化が武将の目に留らない筈はな
かった。 信長も秀吉も堺に近づき， 従来の支配
者が常にそうであったように， とりわけ最高の
ものをそれぞれの掌中に求めた。

一 方， 服 飾 界 を眺め る と， 天 正 か ら 文禄
(1573-96) にかけて，

小袖〔かんたうのおりもの・ 嬬子同段子・ 織
筋・紅梅のねりぬき白J. 惟子〔唐布・北絹・
紋紗・生絹・丸生絹J(f諸大名出仕記』抜粋 )87)
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小袖〔紅梅・小紋・からおり・嶋おり物・く
れなひすち・ーツませ・しLら・はく・かた
身かはり・かたすそJ， 惟子〔唐布・はく・す
り・めゆひJ a貞順豹文書』 抜粋 ) 88) 

小袖〔はく・かうは ひ・をりすち・あや・か
たいろ・すりはく・ぬいはく・ぬめのたん・
からをり・あや折すちJ a駒井日記』 抜粋〉叫

と， 折しも， 上級服飾が装束から小袖に転換す
る時期を迎え， 新たに現出した小袖の装飾加工
の一端を上記に窺い知る。 このような模様小袖
着装の様相は， 武家階級や有力町人あるいは賑
いを見せた市中を弥勤の世とばかり謡歌する

人々の姿として，洛中洛外図や種々の遊楽図等，
初期風俗画の示す通りである。

このようにして近世がスタートするならば，
近世初期風俗がこれらの延長に在るのは当然の
ことで， 三浦浄心(永禄八生〉の『慶長見聞集』
巻之二は， 新輿の江戸の風俗でさえ，

(昔は〉 あだち絹， 常陸紬， 加賀絹， 伊豆の
八丈絹など， 大名衆其外にも有徳なる人達着
給 ひぬ， あやどんす， ねりはぶたへなどの京
染きたるをみては， 此人は京気のものをきた
りと云て， ほめうらやみしなり， きんらんに
しきなどは， 古き宮寺のおさめ物を， 袋に縫
て入置るを， 祭りの時かんなぎ持出るを， 目
には見れども， 身にふれがたし・…・・今は天下
治り御代ゆたかにして， 貴賎男女ともに， む
かし見も聞もせぬ結構成唐織を着給ふ……今
の世に見る美々敷事どもをば， 我等若き比の
人達は夢にもしらず90)

と記している。 当初， 江戸幕府は， 可能な限り
の者修を尽して華美に走る大名たちを統制し，
財政確 保のために農民を抑圧することによっ
て， 例えば， 模様小袖を飾る金銀箔は金糸縫に
替り， また， 高級織物は未だ一般に流布するこ
となく， 歳月が流れたが， その陰に富を蓄積し
た町 人 の 生 活振 り が 表 面化する の が寛文
(1661-73) 以後の風俗であったであろう。 す
なわち， 華美禁令の町触れも表向きのことで，
加えて， 友禅や描絵， 型鹿子(太夫鹿子〉 など

新たな装飾加工が考案され， 流行し， 豪快かっ
自由闇達な表現が展開された0 91}その勢いは，戦
国の世の憂慮を脱した時， 豪商が権力者に接近
した織豊時代の再現ではなく， 影響力はそれ以
上に一般町人に向けて浸透しはじめ， 次代， 町
人文化全盛期を迎えるのであった。

IV 結 語

堺および西陣に関するそれぞれの論述は，往々
公刊されている。が，本稿は，それらを一連の事項

として包括的に扱い，そこに近世初期染織の成因
の一端を見い出すことを意図したものである。

その結果， 上述の過程は， 本来は戦乱期そし
て戦乱直後という困窮な時代であるにもかかわ
らず， 堺の海外交易および染織の伝授と京都機
業への影響， 戦乱終鷲と武将の町衆文化への吸
収という点に於て， 時勢の偶然が諸々に好都合
を生み， それが次代を特色づける要因となった
ことを示すものと解される。 これは， 統一政権
による権力支配が希薄化した時代， 堺および京
都の商職人が， この偶然を必然に替える程の生
気溢れる活躍を呈したことによるものであろ
う。 したがって， この過程を前提として近世初
期染織が存在することを呈言するわけである。
しかし同目的のためには， さらに， 南蛮船舶載
染織品について， 地方機業の発達について， ま
た小袖の装飾加工について等の考察を， 今後の
課題としなければならないであろう。

本稿執筆にあたり， 引用 文献のほかに， 諸先
学の論述を熟読させていただし、た。 別けても，
II- 1 ・ 2 ， III- 1 に関して， 三浦周行他編纂
『堺市史j(証 2)参照)， 皿- 1 ・ 2 に関して，
佐々木信三郎著『西陣史J (芸州堂 1932刊〉は，
概要を把握する上で有意義であった。 これらの
学恩に敬意を表し， 深謝する次第である。
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